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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

 

2021年６月25日に提出した2020年度の有価証券報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたの

で、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

 

第一部 企業情報

第３ 事業の状況

３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

（３）財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

 

３【訂正箇所】

 

訂正箇所は下線を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第３ 【事業の状況】

３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（３）財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

 

＜訂正前＞

 

（前略）

 

営業成績

 

（中略）

 

外国為替レートの影響

（中略）
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セグメントの営業成績に対する外国為替レートに関する社内的な取決めの影響

 

（中略）

 

　 12月31日に終了した年度

 2020年 2019年 2018年

 （単位：百万ドル）

社内的な取決めによるセグメント別の影響：    

　国際事業(注3) 64 39 21

　PGIM (4) 06 0

　　社内的な取決めによる影響(注1) 60 45 21

全社及びその他：    

　　社内的な取決めによる影響(注1)(注3) (60) (45) (21)

　　為替予約契約の決済による損益(注2)(注3) 67 55 (1)

　　　全社及びその他に対する純利益（損失） 7 10 (22)

連結収益及び調整後営業利益に対する正味影響額 67 55 (1)

 

（中略）

 

会計方針及び発表

 

（中略）

 

保険資産

 

繰延保険契約取得費用及び繰延販売奨励金

 

（中略）

 

仮定について年に一度行う見直し及び四半期調整

 

（中略）

 

AC及びDSIの評価に使用される金利の仮定に関し、当社は、債券の収益率の予想に用いる将来の長期の金

利及び短期間の金利をそれぞれ毎年及び四半期ごとに更新する。当社が2020年度に行った、仮定について

年に一度行う見直し及び更新並びにその他の修正の結果、当社は、(i)米国10年国債の利回りの長期予想を

昨年のものから50ベーシス・ポイント下げて現在は10年間で3.25％とし、(ii)日本10年国債の利回りの長

期予想を昨年のものから30ベーシス・ポイント下げて現在は10年間で1.00％と格付けしている。四半期ご

とに行う市場実績の更新の一環として、当社は、現行の金利の変動を反映するため金利の短期予測を更新

する。

 

（中略）
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保険資産及び負債の感応度

（中略）

 
年金及びその他の退職後給付金

 

（中略）

 
 

 22020年12月31日に終了した年度

 
純期間年金給付金費用

の増加（減少）
純期間その他の退職後給付金

費用の増加（減少）

 （単位：百万ドル）

予想収益率の100ベーシス・ポイ
ントの増加

(132) (15)

予想収益率の100ベーシス・ポイ
ントの減少

1132 115

 

（中略）

 

 2020年12月31日に終了した年度

 
純期間年金給付金費用

の増加（減少）
純期間その他の退職後給付金

費用の増加（減少）

 （単位：百万ドル）

予想割引率の100ベーシス・ポイ
ントの増加

(136) (7)

予想割引率の100ベーシス・ポイ
ントの減少

1159 4

 

（中略）

 

22021年12月31日に終了する年度の当社の適格年金制度からの年金保険料収入を計算するため、当社は、

割引率を2020年度の3.30％から2.55％に引き下げた。年金制度の資産の予想収益率は、2020年度の6.00％

から2021年度は5.75％に引き下げられ、報酬の予想増加率は、4.5％のままである。

 

（中略）

 

22020年12月31日現在、割引率の100ベーシス・ポイントの変動に対する当社の米国内外の年金及び退職

後給付金債務の感応度は、以下のとおりである。

 

 22020年12月31日に終了した年度

 
年金給付債務の
増加（減少）

累積退職後給付金債務の
増加（減少）

 （単位：百万ドル）

割引率の100ベーシス・ポイント
の増加

(1,690) (190)

割引率の100ベーシス・ポイント
の減少

12,056 2228

 

（後略）
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＜訂正後＞

（前略）

 

営業成績

 

（中略）

 

 

外国為替レートの影響

（中略）

セグメントの営業成績に対する外国為替レートに関する社内的な取決めの影響

 

（中略）

 

　 12月31日に終了した年度

 2020年 2019年 2018年

 （単位：百万ドル）

社内的な取決めによるセグメント別の影響：    

　国際事業(注3) 64 39 21

　PGIM (4) 6 0

　　社内的な取決めによる影響(注1) 60 45 21

全社及びその他：    

　　社内的な取決めによる影響(注1)(注3) (60) (45) (21)

　　為替予約契約の決済による損益(注2)(注3) 67 55 (1)

　　　全社及びその他に対する純利益（損失） 7 10 (22)

連結収益及び調整後営業利益に対する正味影響額 67 55 (1)

 

（中略）

 

会計方針及び発表

 

（中略）

 

保険資産

 

繰延保険契約取得費用及び繰延販売奨励金

 

（中略）
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仮定について年に一度行う見直し及び四半期調整

 

（中略）

 

DAC及びDSIの評価に使用される金利の仮定に関し、当社は、債券の収益率の予想に用いる将来の長期の

金利及び短期間の金利をそれぞれ毎年及び四半期ごとに更新する。当社が2020年度に行った、仮定につい

て年に一度行う見直し及び更新並びにその他の修正の結果、当社は、(i)米国10年国債の利回りの長期予想

を昨年のものから50ベーシス・ポイント下げて現在は10年間で3.25％とし、(ii)日本10年国債の利回りの

長期予想を昨年のものから30ベーシス・ポイント下げて現在は10年間で1.00％と格付けしている。四半期

ごとに行う市場実績の更新の一環として、当社は、現行の金利の変動を反映するため金利の短期予測を更

新する。

 

（中略）

 

保険資産及び負債の感応度

（中略）

 
年金及びその他の退職後給付金

 

（中略）

 

 2020年12月31日に終了した年度

 
純期間年金給付金費用

の増加（減少）
純期間その他の退職後給付金

費用の増加（減少）

 （単位：百万ドル）

予想収益率の100ベーシス・ポイ
ントの増加

(132) (15)

予想収益率の100ベーシス・ポイ
ントの減少

132 15

 

（中略）

 

 2020年12月31日に終了した年度

 
純期間年金給付金費用

の増加（減少）
純期間その他の退職後給付金

費用の増加（減少）

 （単位：百万ドル）

予想割引率の100ベーシス・ポイ
ントの増加

(136) (7)

予想割引率の100ベーシス・ポイ
ントの減少

159 4

 

（中略）

 

2021年12月31日に終了する年度の当社の適格年金制度からの年金保険料収入を計算するため、当社は、

割引率を2020年度の3.30％から2.55％に引き下げた。年金制度の資産の予想収益率は、2020年度の6.00％

から2021年度は5.75％に引き下げられ、報酬の予想増加率は、4.5％のままである。

 

（中略）
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2020年12月31日現在、割引率の100ベーシス・ポイントの変動に対する当社の米国内外の年金及び退職後

給付金債務の感応度は、以下のとおりである。

 

 2020年12月31日に終了した年度

 
年金給付債務の
増加（減少）

累積退職後給付金債務の
増加（減少）

 （単位：百万ドル）

割引率の100ベーシス・ポイント
の増加

(1,690) (190)

割引率の100ベーシス・ポイント
の減少

2,056 228

 

（後略）
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